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１．令和４年６月１７日開催の特別委員会での確認事項
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令和４年６月１７日開催の特別委員会の確認事項

① 四條畷南中学校跡地に係る（仮）防災機能の確保に係る位置付け、案１のスケジュール
案で進める。

② 継続検討とした15施設の位置付けについては、案２のスケジュール案で進める。
③ 議決は、１月臨時議会で上記①を、２月定例議会で上記②を議決する。
④ 上記①に係る予算は、令和５年度当初予算案に計上していくものとする。

（１）計画改訂に係るスケジュール

調査研究の期間
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令和４年６月１７日開催の特別委員会の確認事項

① 案３の継続検討とした15施設を調査研究の対象範囲とする。
② 上記①のほか、四條畷南中学校跡地における（仮）防災機能の確保に係る事項を対象
範囲に加える。

③ 調査研究は上記②、①の順に行う。

（２）調査研究の対象範囲

① 四條畷南中学校跡地校舎棟における避難所の使用可能面積及び収容人員
［瓜生委員］

② 四條畷南中学校跡地校舎棟の２階へ接続するスロープの設置費用（概算）
［森本委員］

③ 四條畷南中学校跡地校舎棟を転用した場合の改修費用及び財源の内訳
［森本委員］

④ 公共施設再編検討会報告書の提言内容をもとにした公共施設再編案及び将来更新
費用 ［渡辺委員］

⑤ 上記③及び④の資料は、『 ２．調査研究の対象範囲の①』の議論の際に提供する。

（３）その他資料請求等
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２．今後のスケジュールにおける整理及び確認
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今後のスケジュールにおける整理及び確認

６月17日開催の特別委員会において、四條畷南中学校跡地の（仮）防災機能の確保に係る議決と継続検討とし
た１５施設の今後のあり方に係る議決を各々行うこととなりましたが、２回の議決を想定していなかったため、前回の確
認事項を踏まえて、改めてスケジュール案について整理しました。

四條畷南中学校跡地の（仮）防災機能の確保については、１５施設のあり方を議論する前に検討していくこととなり
ました。これについては、四條畷南中学校跡地に係る（仮）防災機能を速やかに確保していくために議論を行うもので
あることから、迅速に対応していく必要があると考えています。
このことから、要綱第３条第２項第１号の迅速若しくは緊急を要するもの又は軽微なものを適用させ、パブリックコメン
トを省略することは可能と考えます。

（１）パブリックコメントの省略

（対象）
第３条 意見公募手続の対象となる計画等は、次に掲げるものとする。
（１）市の基本的な施策に関する計画等
（２）次に掲げる条例
ア 市政に関する基本方針を定めることを内容とする条例
イ 市民等に義務を課し、又は権利を制限することを内容とする条例（市税の賦課徴収並びに分担金、使用料及び手数料の徴収
に関するものを除く。）

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、対象から除外することができるものとする。
（１）迅速若しくは緊急を要するもの又は軽微なもの
（２）実施機関に裁量の余地がないと認められるもの
（３）地方自治法第７４条第１項の規定による直接請求によるもの
（４）法令等により、意見の提出その他意見公募手続に準ずる手続が定められているもの

パブリックコメントを省略した場合は、議決時期を前倒しすることが可能となります。



新 旧

（仮）防災機能の確保について議決するため、計画の改訂を伴うことから、議会と計画改訂のイメージを共有したうえ
で、具体の調査研究に係る議論を深めたいと考えます。
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今後のスケジュールにおける整理及び確認

（２）（仮）防災機能の確保に係る計画改訂事項について

方向性

・ＪＲ片町線以東、国道１６３号以南の地域の防災機能を確保するた
め、当該跡地を活用し、避難所の確保を図る。
・新たな避難所機能を有する施設を整備するまでの間、既存校舎に
おいて、避難所機能の充実を図る。
・ボール遊びができる公園を整備する。

配置の
考え方

・既存校舎も含めた跡地の利活用については継続検討する。
・体育館を新築整備し、当該跡地の体育館機能と四條畷東小学校
の体育館機能を集約させる。

②整備方針

③更新等の時期

33.四條畷南中学校跡地

方向性

・ＪＲ片町線以東、国道１６３号以南の地域の防災機能を確保するた
め、当該跡地を活用し、避難所の確保を図る。
・ボール遊びができる公園を整備する。

配置の
考え方

・既存校舎も含めた跡地の利活用については継続検討する。
・体育館を新築整備し、当該跡地の体育館機能と四條畷東小学校
の体育館機能を集約させる。

②整備方針

③更新等の時期

33.四條畷南中学校跡地

出典：四條畷市個別施設計画【公共施設】P.65より抜粋

 個別施設計画では、具体の整備内容にまで言及しておらず、整備方針や考え方を示したものです。
 計画改訂にあたっては、１回目の改訂と２回目の改訂に係る記載するレベルを揃える必要があります。
 １回目の改訂事項が２回目の改訂事項の指標になると考えます
 現計画の記載レベルで計画を改訂する場合は、以下の赤字の内容と考えます。
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№ 事項
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

１ 特別委員会

２ パブリックコメント

３ 議決

４ 計画改訂

調査研究の期間

№ 事項
６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

１ 特別委員会

2 議決

3 計画改訂

Step① 四條畷南中学校跡地における（仮）防災機能の確保

Step② 継続検討とした１５施設の今後のあり方

※上記１の特別委員会での議論に時間を要する場合は、上記２，３の工程も併せて見直しを行う。

※ Step①の特別委員会での議論に時間を要した場合は、上記１の始期を見直しする。

Step①のスケジュールにおいて、パブリックコメントを省略した場合は、議決時期の前倒しが可能となり、９月定例
議会において、１回目の議決を進められるようにスケジュールの見直しを行いました。
なお、Step②の調査研究については、Step①の調査研究終了後に議論するスケジュールとしています。

（３）今後のスケジュールについて

今後のスケジュールにおける整理及び確認
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３．調査研究

Step① 四條畷南中学校跡地における（仮）防災機能の確保
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（１）四條畷南中学校跡地の現状

住 所 四條畷市南野五丁目５番１号
建築年度 １９７２年
築 年 数 50年（2022年現在）

目標耐用年数まで残り10年
面 積 建物延床面積 ８，０２１㎡

（うち屋内運動場 １，１５５㎡）
敷 地 面 積 ２０，３２３㎡

建物配置図



① （凡例）撮影の方向
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④

④

③

③

② ②

①

四條畷南中学校跡地の外観
（１）四條畷南中学校跡地の現状
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（２）土地の特性

出典：大阪府『土砂災害の防災情報』

土砂災害警戒区域



12出典：四條畷南中学校敷地内活断層調査結果（概要版）より

（２）土地の特性
活断層

四條畷
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（３）資料請求① 避難所面積及び収容人員
瓜生議員から資料請求のありました『四條畷南中学校跡地旧校舎棟における避難所面積及び収容人員』を整理
しました。

四條畷南中学校跡地における校舎の面積値等に
ついては、以下の前提をもとに算出しています。
 試算の前提
① 校舎内には、従前の事務備品や什器などが存置して
おり、これらを整理した場合における避難場所の床面
積及び収容人員の上限値を算出しています。

② 収容人員の算定式は地域防災計画に掲げる算定方
法に準じています。

③ 校舎棟の各階の床面積は、詳細を確認できていない
ため、工事図面等に記載のあった床面積をもとに各階
の床面積を積上げしています。

④ 工事図面等をもとに床面積を積上げしているため、個
別施設計画に掲げる校舎棟の総延床面積と一致しな
いため、差分については、各階に按分処理しています。

⑤ 床面積において、小数点以下は、切り捨てしています。

四條畷市地域防災計画 現状における避難所面積等の試算

（参考）
本年度に改定予定の四條畷市地域防災計画においては、収容人
員の算定式を以下の内容に見直す予定です。

収用人員＝使用可能な階の延べ床面積（㎡）÷4.0（㎡/人）※×０．７

※ ４．０（㎡/人）：大阪府避難所運営マニュアル作成指針（新型コロ
ナウイルス感染症対応編）より参照
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校舎棟平面図１階

技術室①
１１０㎡

相
談
室
32
㎡

図書室
９６㎡

更
衣
室
３２
㎡

放
送
室
３２
㎡

PTA会議室
６４㎡

準
備
室
①
３２
㎡

理科室①
９８㎡

理科室②
９８㎡

準
備
室
②
３２
㎡

理科室③
９８㎡

事
務
室
３２
㎡

保健室
６６㎡

支援教室③
６３㎡

支援教室②
６３㎡

校
務
員
室
２３
㎡

配膳室
５５㎡

技術室②
１１０㎡

研究室
３２㎡

支援教室①
６４㎡

● ● ●

●●●●

（３）資料請求① 避難所面積及び収容人員

●

避難場所

避難場所が定員の場合に開設する避難場所

避難機能（搬入口、医務室、救援物資保管場所、食堂、調理場、運営事務所）として使用する場所

● 空調設置 土砂災害警戒区域と想定されるライン
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校舎棟平面図２階

家庭科室①
９６㎡

仮縫室
１６㎡

更衣室
３２㎡

教務室
３２㎡

普通教室①
６６㎡

更衣室学習室
６４㎡

普通教室②
６４㎡

生徒指導室
６６㎡

生徒会室
６６㎡

職員室・印刷室
２２２㎡

家庭科室②
９４㎡

普通教室③
６６㎡

配膳室
１２㎡

資料室
１２㎡

準備室
３２㎡

● ● ●

●●

（３）資料請求① 避難所面積及び収容人員

●

避難場所

避難場所が定員の場合に開設する避難場所

避難機能（搬入口、医務室、救援物資保管場所、食堂、調理場、運営事務所）として使用する場所

● 空調設置
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校舎棟平面図３階

視聴覚室
１２７㎡

倉庫
６２㎡

少人数教室①
６６㎡

英語
研究室
３２㎡

少人数教室②
６６㎡

普通教室①
６４㎡

普通教室②
６４㎡

準備室
①
３２㎡

美術室①
９８㎡

美術室②
９８㎡

通級指導教室
６４㎡

クラブ室
９６㎡

準備室
②
２８㎡

少人数教室③
６６㎡

コンピューター教室
９６㎡

準備室
③
３２㎡

数学
研究室
３２㎡

カウンセ
リング
ルーム
３２㎡

配膳室
１２㎡

資料室
１２㎡

● ● ● ●

●●

●

●

（３）資料請求① 避難所面積及び収容人員

●

避難場所

避難場所が定員の場合に開設する避難場所

避難機能（搬入口、医務室、救援物資保管場所、食堂、調理場、運営事務所）として使用する場所

● 空調設置
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校舎棟平面図４階

少人数教室①
６２㎡

普通教室①
６６㎡

国語
研究室
３２㎡

少人数教室②
６６㎡

普通教室②
６４㎡

普通教室③
６４㎡

アンサ
ンブル
ルーム
３２㎡

音楽室①
９８㎡

アンサンブルルーム
２４㎡

倉庫① ２４㎡

音楽室②
９８㎡

倉庫②
６４㎡

社会科教室
９６㎡

研究室
２８㎡

少人数教室③
６６㎡

通級指導教室
６４㎡

クラブ室①
６４㎡

クラブ室②
６４㎡

配膳室
１２㎡

資料室
１２㎡

● ● ●● ●

●●●

（３）資料請求① 避難所面積及び収容人員

避難場所

避難場所が定員の場合に開設する避難場所

避難機能（搬入口、医務室、救援物資保管場所、食堂、調理場、運営事務所）として使用する場所

● 空調設置
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地域防災計画 床面面積 収容人員

教室 ９６８ ４１０

体育館 １,１５５ ４９０

小計 ２,１２３ ９００

現状 床面面積（最大） 収容人員（最大）

教室 ２,６１１ １,１０６

 床面積
地域防災計画と比較して、４８８㎡増

 収容人員
地域防災計画と比較して、２０６人増

階層 床面積
避難所（㎡） 収容人員（人）

赤色 青色 黄色 赤色 青色

１階 1,232 0 64 150 0 27

２階 940 390 66 444 165 28

３階 1,179 390 733 0 165 310

４階 1,100 356 612 0 151 259

小計 4,451 1,136 1,475 594 481 625

2,611 1,106

3,205（各階内訳）

（３）資料請求① 避難所面積及び収容人員

階層 諸室名 空調 床面積
避難所

階層 諸室名 空調 床面積
避難所

階層 諸室名 空調 床面積
避難所

階層 諸室名 空調 床面積
避難所

赤色 青色 黄色 赤色 青色 黄色 赤色 青色 黄色 赤色 青色 黄色

１階 技術室① 110 ２階 仮縫室 16 ３階 視聴覚室 ● 127 127 ４階 少人数教室① ● 62 62

相談室 ● 32 32 家庭科室① 96 96 倉庫 62 62 普通教室① ● 66 66

図書室 ● 96 更衣室 32 32 少人数教室① ● 66 66 国語研究室 32 32

更衣室 ● 32 32 教務室 32 32 英語研究室 32 少人数教室② ● 66 66

放送室 ● 32 32 普通教室① ● 66 66 少人数教室② ● 66 66 普通教室② ● 64 64

支援教室① ● 64 更衣室学習室 ● 64 64 普通教室① ● 64 64 普通教室③ 64 64

PTA会議室 64 普通教室② ● 64 64 普通教室② ● 64 64 アンサンブルルーム 32

準備室① 32 生徒指導室 66 66 準備室① 32 32 音楽室① ● 98 98

理科室① 98 生徒会室 ● 66 66 美術室① 98 98 アンサンブルルーム 24

理科室② 98 職員室・印刷室 ● 222 222 美術室② 98 98 倉庫① 24

準備室② 32 家庭科室② 94 94 通級指導教室 ● 64 64 音楽室② ● 98 98

理科室③ 98 準備室 32 32 クラブ室 96 96 倉庫② 64 64

事務室 ● 32 普通教室③ ● 66 66 準備室② 28 28 社会科教室 96 96

保健室 ● 66 配膳室 12 少人数教室③ ● 66 66 研究室 28

支援教室② ● 63 63 資料室 12 コンピューター教室 ● 96 96 少人数教室③ ● 66 66

支援教室③ 63 準備室③ ● 32 32 通級指導教室 ● 64 64

校務員室 23 数学研究室 32 32 クラブ室① 64 64

配膳室 ● 55 55 0 カウンセリングルーム 32 32 クラブ室② 64 64

技術室② 110 配膳室 12 配膳室 12

研究室 32 資料室 12 資料室 12

小計 1,232 0 64 150 小計 940 390 66 444 小計 1,179 390 733 0 小計 1,100 356 612 0

64 150 456 444 1,123 0 968 0



19

スロープの設置費用（概算）
（４）資料請求② 避難所への動線

森本議員から資料請求のありました『四條畷南中学校跡地旧校舎棟２階へと続くスロープの設置に係る費用の試
算』について、整理しました。

災害給水栓
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 避難場所への動線として、前面道路の『正門』から『校
舎棟２階東側の旧下足室』へと進み、旧校舎内に入る。

 動線上にある『オーバーブリッジの階段部分をスロープ
に改修』する。

凡例 避難場所への動線

階段部分をスロープに改修

オーバーブリッジについては、土砂災害計画区域内である。

スロープの設置費用（概算）
（４）資料請求② 避難所への動線
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高低差 2.55m

 大阪府福祉のまちづくり条例におけるスロープの勾配に係る基準は、１/１２であることから、 現地の高低差をもとに算定
すると、スロープの設置には、２．５５m×１２＝『３０．６ｍ』が必要となる。

 スロープの設置にあたり、高さ０．７５ｍ毎に１．５ｍの踊場の設置が必要となる。

9.0m

0.3m

1.5m 9.0m 1.5m 9.0m 1.5m

0.75 m

0.75 m

0.75 m

3.6m

35.1m

２.５5 m

（スロープ設置の断面イメージ図）

2.55mの高低差をスロープで解消する
には約３５ｍ程度の延長が必要となる。

正門からオーバーブリッジへ続く階段

スロープの設置費用（概算）
（４）資料請求② 避難所への動線
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約３５ｍ

約３５ｍ
約５０ｍ

約３５ｍ

動線① 動線②

動線③ 動線④

直線ルートでスロープを設置 正門から北側に折り返しのスロープを設置

西側から北側へ向かうスロープを設置 東側から北側へ向かうスロープを設置

スロープの設置費用（概算）
（４）資料請求② 避難所への動線

（注）動線①～④は、必要なスロープの延長を確認するために、平面図（航空写真）を用いて整理した資料です。

課題：前面道路を越えるため、用地の確保が必要になる。 課題：オーバーブリッジを大きく取り壊す必要がある。

課題：西側へ行くほど地盤が低いため、スロープの距離が長くなる。 課題：活断層帯にスロープを設置することになる。
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スロープの設置費用（概算）

森本議員から資料請求のありました『スロープの設置費用』について整理を行いました。

 階段部分の改修にあたっては、『オーバーブリッジ』の取り壊しが生じるため、工事範囲に応じて、構
造計算等が必要になることから、詳細な金額まで算出できていません。

 参考として、単純に比較はできませんが、市庁舎本館３階階段改修工事では、３段の階段の解消に
４,８３８,９００円（税込）を要しました。

 四條畷南中学校跡地は、工事の範囲が広いことやオーバーブリッジとの取り合い、スロープの設置
に伴う基礎・擁壁の構造計算等を含めると、少なくとも２,０００万円以上の費用（概算）が必要にな
ると見込まれます。

検討結果

（参考）市庁舎本館３階階段改修

（４）資料請求② 避難所への動線
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動線の提案

閉校後、校舎内のエレベーターは休止していますが避難所までの動線を充実させる方法のひとつ
にエレベーターの復帰が考えれるため、費用を見積しました。

（校舎棟１階）

 概算費用 約８０万円程度（税込み）
※上記の概算費用は、初年度のみ。２年目以降は、定期点検の費用として、一年あたり
約６０万円が必要。

（内訳）
EV復帰に係る調査・検査費用 約２０万円
EVの定期点検 約6０万円/年
※ただし、エレベーター復帰の調査・検査の際に不具合等が発見された場合は別途費用が発生します。
※停電又は地震発生時はエレベーターを使用できない場合があります。

（４）資料請求② 避難所への動線
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４．次回の特別委員会について



２．今後の進め方
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次回の特別委員会について

次回の特別委員会に向けて、必要な資料、開催日程等を確認します。

１．次回の特別委員会で必要な資料等について

２．次回の特別委員会の開催日程

３．その他

令和４年８月１８日に四條畷市DX推進計画の策定に係る議決すべき計画に関する特別委員会を開
催する予定であるため、同日に四條畷市個別施設計画【公共施設】を加えたいと考えます。


